
順位

H18

3.82

H17

37.8

H17

11.1

H17

1.5

6.3

29.2

6.3

785,971

891,509

84.7

832,967

323,158332,306

897,394

14,78716,185 0.7

11.1

29.2

12,3691.0

129,000 130,000

4.94.8

指標５
（単位：％）

116,552

81.3 85.1

322,086

720,235 840,614

平成21年度　施策評価シート

基準年
H22

実績値

H19 H20 H21

◆総合計画における位置付け等 平成21年8月3日記入

指標３
（単位：人 ）

総事業費・人員
（単位：千円・人）

指標４
（単位：％ ）

総事業費・人員
（単位：千円・人）

市民1人あたりの貸出冊数

博物館入館者数

平成20年度（決算）

2,256,166 2,117,701

市民大学受講者修了率

教育局

生涯学習課

１　施策の目的

和田　隆一課長名

第５章　いきいきとした生涯学習社会をつくります

生涯学習機会の充実

年度

生きがいを持ち、個性的で創造的な、いきいきとした市民生活を具現化するために、生涯をとおして、いつでも、どこでも、学びたいことを学
ぶことができる学習機会を提供するとともに、市民の学習ニーズの多様化・高度化に対応し学習内容の充実を図る。

平成19年度（決算） 増減の主な理由

３　事業費                       　　　　　　　　　　     （単位：千円）

２　施策の概要
・自主的、自立的な学習活動を促進するため、身近な公民館においてさまざまな事業を展開する。
・学習活動のきっかけづくり・支援のため、図書館や視聴覚ライブラリーの図書や視聴覚資材等を充実する。
・実物資料を通じた学習機会を提供するため、博物館の常設及び特別展示を充実する。

目標値の考え方（根拠）指標の基準値の定義

市民一人あたりの
事業費（単位：円）

４　成果・活動指標

平成１９年度において津久井生涯学習センターのエレベー
ター設置工事及び冷暖房設備の改修工事を実施したため

人件費 769,928 763,215

事業費

91,806 93,000

目標値 実績値実績値 目標値

93,707 94,62694,000 96,00095,000

目標値 実績値 目標値

122,375 128,124

4.3 4.9 4.94.8

88.0 88.0

指標１
（単位：人 ）

総事業費・人員
（単位：千円・人）

指標２
（単位：冊 ）

総事業費・人員
（単位：千円・人）

4.9

11.1

116,600 118,300

88.088.0

総事業費・人員
（単位：千円・人）

公民館学級・講座、講習会及びつど
い参加者数

基準値

H２２年度目標値：８８％
過去３年間の平均値より5％の上昇を目指
す。

平成１８年度　参加者数

図書館・公民館図書室の貸出総冊数／年度末人口

平成１７年度　入館者数

修了率＝（修了者/受講者*100）
全講義回数の６割以上出席した人の占める割合

学習機会を提供し、自主的な学習意欲の充
実を図る指標。毎年1,000人増平成22年度目
標値96,000人

学習活動の補完的役割の充実を図る指標。
過去6年間の平均値であり、この水準を保つ
ことをめざす。

博物館の展示・プラネタリウム等学習機会の
提供及び充実を図る指標。平成22年度目標
値130,000人

施策コード

評価担当局

施策所管課

基本目標

第１節　生涯学習の推進

15110

3

施　策　名

政策名（章）

基本施策名（節名）

指標名

＊年間の人件費はＨ19、Ｈ20ともに805万円/年とし、人口は、70.6万人（Ｈ20.4.1現在）、71.0万人（H21.4.1現在）とした。

3,196 2,983

2

学びあいあたたかさのある福祉文化都市をめざして

1

指標５

指標４

指標３

指標２

指標１

4

　　 　

　 　 　 　

　

　

　

　

  



最小の経費で最大限
の効果を得られるよ
う、効率的に事業を実
施している

課題

・地域の生涯学習拠点としての公民館において、地域住民主体の学習活動をどのように展開していくか、また、
如何に地域住民の自主的な参画を得られるかが課題である。

解決策

・市民の学習ニーズを的確に把握し、市民の期待に応えることができるような学習内容等の提供に努める。
・市民の学習に対する相談・助言体制を充実するとともに、学習に関する市民への広報活動の充実を図る。
・市民の主体的な学習活動を促進するために公民館等において人材育成を目的とした学級・講座の開催に努
める。

4　2　1効率性

市民満足度

＊Ａは、良好、Ｂは、事務事業の見直しが必要、Ｃは、事務事業を統合・廃止の方向

＊Ａは、良好、Ｂは、事務事業の見直しが必要、Ｃは、事務事業を統合・廃止の方向

９　３次評価及び意見（評価結果及び課題・解決策について、必要に応じて意見を記入）

３次評価

B

＊Ａは、良好、Ｂは、事務事業の見直しが必要、Ｃは、事務事業を統合・廃止の方向

有効性

視点の種類

６　１次評価（２つの視点から評価を行う）

５　市民満足度調査結果（平成21年度実施分）
○この施策の満足度は3.272で全119施策の中で39番目。
○重要度は3.577で96番目である。
○改善要望度は-0.25で98番目である。

Ｈ20評価点評価点

２次評価

8
評価結果に基づく区分（４項目の合計点数による）

　Ａ（9点以上）　　Ｂ（8点・7点・6点・5点）　　Ｃ（4点以下）

８　２次評価及び意見（１次、２次で評価に相違がある場合など、必要に応じて意見を記入）

B

７　課題と解決策（現状または、評価結果から）

合計
１次評価

Ｂ

市民満足度調査によ
り市民ニーズを把握
し、市民の立場に立っ
て事業展開している

評価基準・
着眼点

4　2　1

4　2　1

4　2　1

前回（Ｈ20）評価結果との比較分析
または優先順位の最も高い指標以外で評価した理由

4　2　1

各事業が果たす施策に
対する目標の達成度合
いを把握し、効果の高い
事業を実施している

生涯学習機会の充実

20代

30代
40代

50代

60代
70歳以上

北部

西部

南部

津久井

2.5

3.0

3.5

4.0

4.5

5.0

2.0 2.5 3.0 3.5 4.0

　　平均　3.234

低い　←　満足度　→　高い

高
い
　←

　
重
要
度
　→

　
低
い

平均  3.892

施策 Ｈ21 ◆
年齢別 Ｈ21◇

施策 3.272 39位 3.577 96位
２０代 3.250 40位 3.390 108位
３０代 3.114 57位 3.533 90位
４０代 3.250 31位 3.481 95位
５０代 3.075 93位 3.418 107位
６０代 3.337 39位 3.673 95位
７０歳以上 3.512 23位 3.813 85位
北部 3.389 25位 3.621 96位
西部 3.280 51位 3.483 102位
南部 3.197 48位 3.585 96位
津久井 3.049 96位 3.349 109位

満足度 重要度
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